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ら
し
介
護
保
険
の
枠
内
で
や
ら
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
現
場
か
ら
も

不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
平
成　

年
１６

度
末
の
認
定
者
は
要
支
援
は　

人
、

６１６

要
介
護
１
は　

人
。
こ
の
う
ち
千

９０３

　

人
が
新
予
防
給
付
に
行
く
人
に

２５５な
る
。
�
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

当
初
市
町
村
が
や
る
は
ず
だ
っ
た

の
が
急
に
「
委
託
可
能
」
に
な
っ

た
。
現
在
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
方
々
を
含
め
た
検
討
委
員

会
で
検
討
し
た
い
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
介
護
保
険
制
度
改
悪
で
要
支

援
要
介
護
度
１
の
人
た
ち
の
多
く

は
「
新
予
防
給
付
」
に
回
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
大
幅
に
制
限
さ

れ
る
。
現
在
の
訪
問
介
護
等
居
宅

サ
ー
ビ
ス
は
、
日
常
生
活
の
安
心

感
と
生
活
の
意
欲
を
引
き
出
し
て
、

在
宅
生
活
を
維
持
継
続
で
き
る
不

可
欠
の
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
る
。
し

か
し
国
は
現
在
要
支
援
の
全
部
・

要
介
護
度
１
の
約
７
割
を
「
新
予

防
給
付
」
に
す
る
指
針
を
出
し
て

い
る
。「
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

も
適
切
な
ら
認
め
る
」
と
言
っ
て

い
る
が
疑
問
で
あ
る
。
�
こ
れ
ま

で
老
人
保
険
事
業
な
ど
国
や
自
治

体
の
予
算
で
行
っ
て
き
た
事
業
を

「
地
域
支
援
事
業
」
に
し
て
介
護

保
険
に
組
み
込
み
財
政
負
担
を
減

国
の
介
護
保
険
制
度
改
悪

に
ど
う
対
応
す
る
の
か

焼
を
遮
断
。
落
下
物
防
止
、
高
架

中
央
線
の
脱
線
時
対
策
は
検
討
。

　

�
防
犯
で
は
�
情
報
漏
洩
対
策

�
空
き
交
番
�
犯
罪
対
策
�
薬
物

乱
用
対
策
�
学
校
の
安
全
は
。

　

総
務
課
長　

�
個
人
情
報
保
護

条
例
で
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
９
か
所
で

空
き
交
番
な
し
�
防
犯
体
制
強
化

は
関
係
機
関
と
協
力
、
検
討
す
る
。

　

教
育
部
長　

�
セ
ー
フ
テ
ィ
教

室
実
施
。
市
外
重
大
犯
罪
は
定
例

校
長
会
等
で
周
知
�
学
校
、
家
庭

地
域
で
薬
物
乱
用
防
止
�
各
学
校

に
警
備
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
パ
ト
ロ
ー
ル
。

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

�
安
全
安
心
の
街
は
市
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
れ
る
街
。
大

地
震
等
の
自
然
災
害
の
防
災
と
防

犯
体
制
づ
く
り
の
市
長
見
解
は
。

　

市
長　

行
政
と
警
察
・
消
防
の

役
割
、
市
民
が
役
割
を
果
す
こ
と
。

　

�
防
災
で
は
�
地
震
予
知
�
情

報
伝
達
�
都
市
基
盤
整
備
は
。
�

建
物
の
耐
震
・
耐
火
補
強
�
避
難

救
助
と
被
災
後
の
復
旧
・
復
興
は
。

　

総
務
部
長　

�
地
震
計
は
市
前

原
駐
車
場
に
�
消
防
警
察
両
署
と

連
携
し
、
広
報
車
で
総
合
防
災
訓

練
実
施
�
私
人
建
物
の
耐
震
補
強

助
成
制
度
な
し
�
市
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
救
助
訓
練
を
実
施
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
街
づ
く
り

で
緊
急
車
通
行
可
。
駅
前
広
場
や

道
路
整
備
で
避
難
路
の
確
保
と
延

住
ん
で
良
か
っ
た
安
全
で

安
心
の
街
づ
く
り
は

自衛隊が設置したテント（小千谷市）

す
る
べ
き
だ
。
自
衛
隊
に
地
元
か

ら
郷
土
愛
を
も
っ
た
人
を
一
人
で

も
多
く
送
り
出
す
た
め
に
、
�
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
自
衛
官
募

集
を
情
報
と
し
て
掲
載
す
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

�
平
成　

年
度
に

１７

東
京
都
で
関
連
条
例
を
制
定
し
、

平
成　

年
度
に
は
こ
れ
に
基
づ
い

１８

て
市
町
村
で
も
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
�
市
長
が
認
め
れ

ば
参
加
は
可
能
で
あ
り
、
自
衛
隊

と
の
協
力
関
係
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。
�
広
報
宣
伝
を
行
う
こ
と

は
法
に
沿
っ
て
お
り
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

自
然
災
害
や
危
機
管
理
の
面
で

防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
お
り
、
災

害
時
で
の
自
衛
隊
の
活
躍
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。
国
民
保
護
法

は
災
害
時
に
も
役
に
立
つ
体
制
づ

く
り
で
あ
り
、
国
民
の
生
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
至
上
命
令
に
し

た
法
律
と
考
え
る
。
�
国
民
保
護

計
画
に
つ
い
て
小
金
井
市
の
対
応

は
。
東
京
都
で
は
政
府
中
央
防
災

会
議
が
２
月
に
発
表
し
た
首
都
直

下
型
地
震
の
被
害
想
定
を
受
け
、

都
防
災
会
議
が
開
か
れ
、
都
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
に
着
手
す
る

と
い
う
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
市

町
村
で
も
そ
れ
な
り
の
見
直
し
計

画
に
着
手
す
る
た
め
、
防
災
会
議

が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
�
防

災
会
議
に
自
衛
隊
の
参
加
を
要
請

自
衛
隊
と
の
協
力
体
制
を

構
築
せ
よ

ち
を
目
指
し
て
お
り
、
何
ら
か
の

防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園
と
し
て

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

�
南
口
駅
前
の
回
廊
を
整
備
し

緑
地
帯
を
配
置
し
て
市
民
に
よ
る

花
壇
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
建
設
部
長　

西
側
の
駐
輪

場
用
地
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
借
り
て
い
た

が
そ
の
取
得
に
向
け
交
渉
し
て
み

た
い
。
東
側
は
歯
科
大
の
ご
協
力

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
階
段
の
Ｊ
Ｒ

の
用
地
確
保
が
検
討
課
題
と
な
る
。

■
そ
の
他
「
情
報
の
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
」「
地
域
情
報
化
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
産
学
官
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援

の
拠
点
と
し
て
、
情
報
・
バ
イ
オ

医
療
分
野
の
研
究
技
術
の
集
積
を

図
る
よ
う
国
や
都
に
働
き
か
け
を
。

　

市
民
部
長　

経
済
産
業
省
、
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
農
工
大

と
産
学
官
連
携
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
施
設
整
備
に
つ
い
て
調
整

し
て
お
り
、
最
終
的
な
詰
め
の
段

階
に
き
て
い
る
。

　

�
梶
野
公
園
を
防
災
公
園
と
位

置
づ
け
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
整
備
を
図
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

梶
野
公
園
約
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
は
都
か
ら
無
償
で
借
り
て
い

る
が
、
有
償
で
借
り
る
か
、
買
い

取
る
か
の
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

環
境
部
長　

土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
安
全
、
快
適
、
便
利
な
ま

東
小
金
井
駅
周
辺
の

開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

拡張が望まれる東小金井駅南口広場

区画整理が予定されている梶野通り

町
会
等
の
要
請
に
よ
る
説
明
は
計

　

回
で
必
要
に
応
じ
今
後
も
実
施
。

９７清
掃
指
導
員
体
制
の
充
実
と
ご
み

事
典
の
作
成
を
予
定
。
�
ノ
ー
レ

ジ
袋
運
動
の
浸
透
は
難
し
い
状
況

の
中
、
エ
コ
シ
ー
ル
制
度
を
検
討
。

�
施
肥
テ
ス
ト
を
行
い
農
業
従
事

者
の
方
々
に
広
く
理
解
を
求
め
た

い
。

　

市
長　

�
市
長
会
等
で
レ
ジ
袋

の
有
料
化
等
を
広
域
的
に
取
り
組

め
る
か
提
案
し
て
い
き
た
い
。
�

是
非
、
実
践
し
た
い
。

　

環
境
部
長　

�
充
分
に
検
討
し

た
い
。

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
に
有
効
な
施
策
と
し
て
平
成　
１７

年
８
月
よ
り
ご
み
の
有
料
化
が
始

ま
る
が
、
�
説
明
会
の
回
数
と
市

民
か
ら
の
質
問
・
疑
問
に
ど
う
対

応
し
て
い
く
の
か
。
�
レ
ジ
袋
削

減
の
た
め
、
毎
週
土
曜
日
を
ノ
ー

レ
ジ
袋
デ
ー
と
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

会
議
・
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

な
ど
で
出
口
調
査
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
２
年
間
実
施
し
て
き
た
が
、

そ
の
評
価
と
今
後
の
方
向
性
と
し

て
有
料
化
発
言
を
市
長
会
に
望
み

た
い
。
�
生
ご
み
肥
料
化
事
業
の

推
進
は
い
か
に
。
�
ご
み
減
量
の

意
識
化
も
大
い
に
期
待
で
き
る
、

ま
ち
美
化
運
動
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
早
期
実
施
を
。

　

ご
み
対
策
課
長　

�
市
の
主
催
、

ご
み
減
量
に
生
か
し
て

み
よ
う
有
料
化

に
つ
い
て
は
尊
重
し
た
い
。
�
新

た
な
協
議
会
の
中
で
必
要
と
決
ま

れ
ば
見
直
し
た
い
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
区
画

整
理
審
議
会
選
挙
説
明
会
で
出
席

者
の
概
ね
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と

思
う
が
、
出
席
者
が
少
な
い
の
で

今
後
と
も
努
力
し
た
い
。

　

�
東
小
金
井
駅
南
口
都
市
基
盤

整
備
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
を
設
置
し
て
市
民
参
加
で
検

討
し
な
い
か
。

　

市
長　

具
体
的
時
期
に
つ
い
て

は
不
明
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
で
地
元
意
見
を
反
映
し
た
い
。

　
　

宮
崎
晴
光
（
民
主
党
）

　

�
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理

事
業
は
、
市
が
最
初
に
権
利
者
の

意
見
を
聞
か
ず
に
進
め
た
た
め
、

法
的
手
続
き
が
完
了
し
て
も
一
向

に
進
ま
な
い
が
�
今
回
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
「
と
り
ま
と
め
」
を

出
し
た
が
ど
の
様
な
形
で
生
か
し

て
い
く
か
�
「
と
り
ま
と
め
」
に

梶
野
通
り
の
幅
員
は
地
権
者
の
総

意
で
必
要
な
ら
見
直
す
と
あ
る
。

見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
事
業
の
進

捗
は
難
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
�

区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙
に
向

け
て
、
地
元
の
合
意
は
得
ら
れ
た

と
思
う
か
。

　

市
長　

�
過
去
の
経
緯
に
つ
い

て
は
不
適
切
な
部
分
が
あ
っ
て
お

詫
び
し
て
話
し
合
い
に
入
っ
た
の

で
、
提
出
さ
れ
た
「
と
り
ま
と
め
」

東
小
金
井
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う


